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モバカルネット機能追加（2021 年 4 月） 

         2021 年 4 月 28 日 

 

機能追加  

１． オーダリング画面で過去 DO ができるようにしました。  

２． 算定セットのフォルダ分け機能を追加しました。  

３． 禁忌薬剤を処方した場合、診察完了時に警告が表示されるようにしました。  

４． 準備カルテ作成の際「診療中」の患者だけを対象とできるようにしました。  

５． カルテ入力で病名転帰を一括して死亡に変更できるようにしました。  

６． 検査結果の表示順の指定を PDF と印刷画面にも反映しました。  

 

文書関連  

1. 介護報酬改定に伴い、「主治医意見書」に以下の対応を行いました。  

・ 3. 心身の状態に関する意見 （4）専門医受診の有無 「有（ 科）」  

・ 4. 生活機能とサービスに関する意見 （5）（6）項目の追加等  

・ 5. 特記すべき事項 説明文章の変更  

２． 「指定居宅介護支援事業所向け診療情報提供書（医師）」を追加しました。  

３． 「居宅療養管理指導書（汎用）」に「社会生活面の課題と地域社会において 

必要な支援」欄を追加しました。  

４． 「訪問看護指示書」の留意事項：リハビリテーションの入力項目を変更しました。  

５． 健康診断個人票（雇入時）と（定期）の様式を追加しました。  

６． 「FAX 頭紙」に宛先等を選択してコピーする機能を追加しました。  

７． 職種別文書から「居宅療養管理指導書（汎用）」を開いた際、文書下部に正しくない 

患者 ID が表示されるのを修正しました。  

８． 「リハビリテーション（H30 介護）」の誤表記を修正しました。  

９． 「リハビリテーション実施計画書」の患者 ID が、正しく登録できない場合があるのを 

修正しました。 

１０． 一括処理文書一覧で PDF を「一括で表示」したときに五十音順で並ぶように修正しました。  

 

軽微な修正  

１． サマリーのタグの色を変えられるようにしました。  

２． ファミリードクター版の過去所見欄へ体重を追加しました。  

３． 収納一覧から前月以前の情報更新をした際に該当月を保持するようにしました。  

４． ユーザー区分に「放射線技師」を追加しました。  

 

給管帳連携  

１． 給管帳連携のサービスの単位を改定後の単位に更新しました。 
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１． ファミリードクター版カルテのオーダリング画面で過去 DO ができる

ようにしました。  

 
 

 

２． 算定セットのフォルダ分け機能を追加しました。  

設定＞2-8 算定セットカテゴリーでカテゴリーを作成します。 

 

 

設定＞2-1 処方・算定セットで設定します。 

 

 

 

 

削除ができないので作成時は 

ご注意ください。 
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カルテ画面↓ 

 

 

 

３． 禁忌薬剤を処方した場合、カルテ保存時に警告が表示されるようにしました。  

 
 

 

 
 

※禁忌薬剤は、患者サマリー＞禁忌薬剤から登録できます。 

 詳しい登録方法は 2020 年 6 月のリリース案内をご確認ください。 

 

 

診察完了・編集完了を押すと画面上部に

この警告文が表示されます。 

該当の薬剤が赤字表示に変わります。 
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４． 準備カルテ作成の際「診療中」の患者だけを対象にできるようにしました。  

 

 

 

５． カルテ入力で病名転帰を一括で死亡に変更できるようにしました。  

所見欄下の保険病名欄で、死亡を選択すると「すべての病名を死亡に変更しますか」とメッセージが 

出ます。OK を選ぶとすべての病名が死亡に変わります。 

※治癒・中止の場合は一括で変更することはできません。 
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６． 検査結果の表示順の指定を PDF と印刷画面にも反映しました。  

※表示順設定は、設定＞2-7 検査優先順位もしくは患者の検査結果画面から設定できます。 

 詳しい設定方法は 2020 年 5 月のリリース案内をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文書関連  

１． 介護報酬改定に伴い、「主治医意見書」に以下の対応を行いました。  

 

■3. 心身の状態に関する意見 （4）専門医受診の有無 「有（ 科）」 
（文書作成画面↓） 

 
（文書見本↓） 
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■ 4. 生活機能とサービスに関する意見 （5）（6）項目の追加等 

（（5）項目の文書作成画面↓） 

 

 

（（6）項目の文書作成画面↓） 

 
（文書見本↓） 
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■ 5. 特記すべき事項 説明文章の変更  

 

 

 

２． 「指定居宅介護支援事業所向け診療情報提供書（医師）」を追加しました。  

 
 

 

※ 患者サマリーに項目追加された「社会生活面の課題と地域社会において必要な支援」の内容が 

文書の『(2)社会生活面の課題と地域社会において必要な支援』欄に自動入力されます。 

（患者サマリー画面↓） 

 

 

 

（文書作成画面↓） 
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３． 「居宅療養管理指導書（汎用）」に「社会生活面の課題と地域社会において 

必要な支援」欄を追加しました。  
 

（↓個別作成画面） 

 
 

（↓一括作成画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一括作成の場合は、患者サマリーに項目追加された 

「社会生活面の課題と地域社会において必要な支援」の内容を

文書に自動反映します。 
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（文書見本↓） 

 

 

 

 

 

４． 「訪問看護指示書」の留意事項：リハビリテーションの入力項目を 

変更しました。  
 

（↓文書作成画面） 
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（↓文書見本） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記録・文書＞一括処理から一括作成する際の注意点】 

介護報酬改定前に作成した文書をコピー元に指定する場合、作成後の文書には新様式の追加項目が未選択 

状態で反映します。患者の医事文書画面で個別に項目のチェックや値の入力をしてください。 

 

※次回以降は、今回作った訪問看護指示書をコピー元に指定してください。 
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５． 健康診断個人票（雇入時）と（定期）の様式を追加しました。  

 
 

 

６． 「FAX 頭紙」に宛先等を選択してコピーする機能を追加しました。  

 

 

 

 

７． 職種別文書から「居宅療養管理指導書（汎用）」を開いた際、 

文書下部に正しくない患者 ID が表示されるのを修正しました。  
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８． 「リハビリテーション（H30 介護）」の誤表記を修正しました。  

 

９． 「リハビリテーション実施計画書」の患者 ID が、正しく登録できない場合が

あるのを修正しました。  

 

１０． 記録・文書＞一括処理＞「一括で表示」を押した際の画面に文書が 

患者名（五十音順）で並ぶように修正しました。  

 

 

 

軽微な修正  

１． サマリーのタグの色を変えられるようにしました。 

設定＞3-3 タグ管理で色の指定ができます。 

 

 

設定した色のタグアイコンが患者画面で表示されます。 
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２． ファミリードクター版の過去所見欄へ体重を追加しました。  

 

 

３． 収納一覧から前月以前の情報更新をした際に該当月を保持するように 

しました。  
 

４． ユーザー区分に「放射線技師」を追加しました。  

 

 

給管帳連携  

１． 給管帳連携のサービスの単位を改定後の単位に更新しました。 

 


